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幼児のアトピー性皮膚炎と母乳の関係
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目的　乳児期の栄養方法とアトピー性皮膚炎の発生状況を観察し，その要因に母乳中のダイオキ

シン類が関与しているかどうかを検討する。

方法　1997年9月と10月の2ヵ月間に栃木県内で実施されたすべての3歳児健診受診者を対象

に，調査票を用いた調査を実施した。調査票によって乳児期の栄養状態（母乳，混合栄養，

人工栄養），出生順位，出生時の母の年齢，アトピー性皮膚炎の既往の有無を調べた。これ

に加えて交絡因子となる可能性のある項目についても情報入手した。

結果　2,968人（健診対象者の85.3％，健診受診者の90.2％）のデータを解析することができた。

アトピー性皮膚炎の既往のリスクは母乳栄養児（オッズ比＝1.37，95％信頼区間：1.02－

1.83），混合栄養児（オッズ比＝1.21，95％信頼区間：0.94-1.57），人工栄養児（対照）の順

に高かった。また，出生時の母親の年齢が高齢であること（29歳以下と比較した30歳以上の

オッズ比＝1.27，95％信頼区間：1.01-1.62），第2子以降であること（第1子と比較したオ

ッズ比＝1.32，95％信頼区間：1.04-1.67）がリスクとなっていた。

結論　乳児期の母乳栄養がアトピー性皮膚炎の危険因子であることが確認されたが，第2子以降

の方がリスクが高く，ダイオキシン類の体内における動向と併せて考えると，ダイオキシン

類以外のメカニズムを検討する必要が示唆された。
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